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「ピクルス王子」「パセリちゃん」の使用については著作権・版権を持つ友永ひろ先生から
R5年7月26日に隊友会の入会促進も自衛隊広報目的の範囲だとして了承を頂いております。
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R5年7月26日に隊友会の入会促進も自衛隊広報目的の範囲だとして了承を頂いております。

だれかのために　あなたのために
小さなことだけど　一緒にやりませんか
だれかのために　あなたのために
小さなことだけど　一緒にやりませんか
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入会までの流れ

入 会 申 込

こんなに簡単♪

入 会 受 付
入 会 完 了

会員スタート

　⼊会手続きは、Ⓐ退職時に⼊会する場合（即⽇⼊会）とⒷ退職後に⼊会する場合が
あります。
Ⓑ退職後の⼊会は県隊友会本部にて受け付けております。（連絡先：裏表紙参照）
県隊友会の連絡先が分からないなど、ご⼊会に際しての各種のご質問・ご相談は、

「隊友会本部」でも対応いたしますのでお気軽に下記までお問い合わせください。

「ピクルス王⼦」「パセリちゃん」の使用については著作権・版権を持つ友永ひろ先生から
R5年7月26⽇に隊友会の⼊会促進も自衛隊広報⽬的の範囲だとして了承を頂いております。

Ⓐ 退職時に
　 即⽇⼊会する場合

Ⓑ 退職後に
　 ⼊会する場合

※会員証が届くまでに時期に
　よっては 2 カ月前後かかる場合
　もあります。2 カ月過ぎても
　届かない場合は上記お問い合わ
　せ先へご⼀報ください。

※１：駐屯地・基地の担当部署
　　　陸自：駐屯地業務隊総務科などにご相談ください。
　　　海自：最寄りの地⽅総監部、司令部等の総務課などにご相談ください。
　　　空自：基地業務隊厚生班などにご相談ください。
※２：会員証に使用する写真（3.0 × 2.5cm 上半⾝・脱帽、裏⾯に⽒名記⼊）1 枚
※３：正会員の会費
　　・年会費は３千円です。
　　・10 年、15 年⼜は 20 年分の年会費を⼀括前納することができます。
　　　この場合、10％割引され、それぞれ２万７千円、４万５百円、５万４千円となります。

あなたの入会をお待ちしています！

お問い合わせ： 隊友会本部　総務課　TEL： 03-5362-4871　E メール： soumu@taiyukai.or.jp

県隊友会

県隊友会

駐屯地・基地
担当部署※ 1

⼊会に必要なもの

①⼊会申込書　②写真※ 2　③会費※ 3

受付 登録

受付・登録・会員証発行

会員証発行

隊友会本部
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公益社団法人隊友会

事務局

県隊友会

支　　部

総　会

理事会

本部会

監　事

※ 51［各都府県に１及び北海道に５］

※ 853支部（各市区町村）

 （R4.3.31現在）

隊友会が目指すのは
 「国民と自衛隊とのかけ橋」です

　本会は、「国民と自衛隊とのかけ橋」として、相互の理解を深めるとともに、防衛意識の普
及高揚に努め、国の防衛及び防災施策、慰霊顕彰事業並びに地域社会の健全な発展に貢献す
ることにより、我が国の平和と安全に寄与し、併せて自衛隊退職者等の福祉を増進することを
⽬的としています。

昭和 27（1952）年　 任期満了退職者の増加に伴い全国各地に退職者団体結成
昭和 28（1953）年　 松本市に「保友会」結成（隊友会の前⾝）
昭和 34（1959）年　 43 の退職者団体が全国組織「隊友会」を結成
昭和 35（1960）年　 防衛庁監督下の「社団法人隊友会」設立
平成 23（2011）年　 「公益社団法人隊友会」設立　［内閣総理大臣認定（府益担第2490号）］

（R5.3.31 現在）

正 会 員
自衛隊退職者	 約5万9千名

賛助会員
現職自衛隊員　約16万名

特別会員
法　人　等	 258社
個　　　人	 約２千6百名

会の組織 会　員

　「⽇の丸抱く桜花」を表す会員徽章は、昭和 35 年に制定されました。
　デザインは、私たちの祖先から好んできた簡素で清浄なしかも気高
い気風も表した⽇本の国旗「⽇の丸」及び本居宣長作の和歌「しき嶋の
やまとごゝろを人とはゞ 朝⽇にゝほふ山ざくら花」 が隊友会員の
気持ちを最もよく表現していると考え作成したものです。

（R5.3.31 現在）

会の目的とあゆみ
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　会の目的を達成するため、次の事業を行っています。

 　１　防衛及び防災関連施策等に対する各種協力
 　２　安全保障特に防衛に関する調査研究及び政策提言
 　３　自衛隊諸業務に対する各種協力
 　４　隊友紙及び安全保障特に防衛関連書籍の発刊
 　５　予備自衛官等に対する支援
 　６　殉職自衛隊員及び戦没者等の慰霊顕彰に関すること
 　７　殉職自衛隊員の遺族に対する援助
 　８　地域社会の健全な発展に寄与すること
 　９　職業紹介事業及び労働者派遣事業に関すること
 　10　会員の福利厚生、相互扶助及び親睦に関すること
 　11　その他会の⽬的を達成するにふさわしい事業

　これらの事業は、本邦及び海外において行うものとしています。

会の事業

主な活動「4 本の柱」

①各種団体保険等
②予備自衛官などへの福祉支援
③再就職支援
④引越見積支援サービス
⑤優待利用サービス

①殉職自衛隊員及び戦没者などの
　慰霊顕彰
②殉職自衛隊員の遺族に対する支援

①自衛隊諸業務に対する協力
②防衛及び防災関連施策などに対する協力
③予備自衛官などに対する支援
④地域の健全な発展への協力

①政策提言書の提出
②隊友紙・防衛関連書籍などの発刊
③防衛セミナー（講演会）の開催

殉職自衛隊員及び戦没者
などの慰霊顕彰・援助

会員の福利厚生などを
目的とする事業

防衛・防災及び自衛隊諸業務などに
対する協力・地域社会への貢献

安全保障、特に防衛に関する
調査研究及び政策への提言
隊友紙・防衛関連書籍の発刊

　ロゴマークは、創立 50 周年（平成 22 年）を機に制定しました。
　全体のフォームは、隊友会の「友」の文字をモチーフに、敬礼をしなが
ら前進する自衛官であり、進化を続ける自衛隊と隊友会を表現しています。
　赤い丸は国を思う心を、緑は平和への願いと「国民と自衛隊とのかけ橋」
にならんとする思いを表しています。 特許庁　商標登録　第6131537号

内閣総理大臣「認定書」（R1.6.27）府益担第116号



公益社団法人　隊友会 5

主な活動「4 本の柱」

　隊友会は、全国の各都道府県に置かれた 51 個県隊友会（北海道は 5 個）で組織
されています。
　各県隊友会は、中央で計画された各種事業を実施するとともに地域に密着した活動
を行い「国民と自衛隊とのかけ橋」として活躍しております。
　また、本部と県隊友会間の円滑な調整及びより良い県隊友会の活動を行うため、
全国を 8 個ブロックに分割して近隣県隊友会との情報交換・研修会などを行っています。

え～!こんなに毎年
正会員数が
減っているの！？

今こそ
あなたのパワーを
お待ちしています♪

全国の県隊友会

県隊友会数　　　　　　51
正会員数合計　約59,000名

（R5.3.31現在）

四国ブロック
県隊友会数　　　　　４
正 会 員 数　約2,200名

東北ブロック
県隊友会数　　　　　６
正 会 員 数　約9,500名

北海道ブロック
地方隊友会数　　　　　５
正 会 員 数　約9,000名

中国ブロック
県隊友会数　　　　　５
正 会 員 数　約4,300名

近畿ブロック
県隊友会数　　　　　６
正 会 員 数　約3,500名

東海北陸ブロック
県隊友会数　　　　　６
正 会 員 数　約3,500名

関東甲信越静ブロック
県隊友会数　　　　　11
正 会 員 数　約17,200名

九州・沖縄ブロック
県隊友会数　　　　　　8
正 会 員 数　約11,300名

北海道は 5 個地方隊友会を
もって構成する「北海道隊
友会連合会」を置いている。

全国各地の県隊友会の活動

「ピクルス王⼦」「パセリちゃん」の使用については著作権・版権を持つ友永ひろ先生から
R5年7月26⽇に隊友会の⼊会促進も自衛隊広報⽬的の範囲だとして了承を頂いております。
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あなたのまわりの県隊友会の活動

富山県出身殉職隊員慰霊祭を斎行

レンジャー隊員の帰還式激励

市中徒歩行進を激励

ウクライナの支援任務
実施部隊を激励

艦艇寄港時の激励
小学校のスキー教室支援 学童の見守り支援

キトキトの海産物に恵まれた富山湾と雄大な立山連峰を臨む
富山県隊友会は、自衛隊の県内活動に対して横断幕展張、沿
道での声かけなど心のこもった激励を行っています。
また毎年、富山県出身殉職隊員慰霊祭を斎行するとともに護
国神社や県内各地の慰霊碑等の清掃奉仕もしています。

旭川地方隊友　　会は、日本最北に位置し、９個支部１個分会からな
り、二千名弱　　の会員で構成されております。
各支部が所在　　する自治体は人口減少が後を絶たず、自衛隊出身の
定住者の存在　　価値は高く、居住地域における地域の行事、町内会
活動、青少年　　育成等で多くの隊友会員が活躍しています。

富山県隊友会 田中さん

旭川地方隊友会 山口さん

鳥取県隊友会 西田さん

高知県隊友会 今井さん

沖縄県隊友会 清さん

鳥取県隊友会はいつも頑張っている部隊や隊員を激励して
います。レンジャー隊員の栄光の帰還式、市中徒歩行進の
激励、そして即応予備自衛官には識別帽を贈呈しました。
また、激戦の続くウクライナ支援任務実働部隊に激励をしま
した。

自衛隊の行動　　・ 訓練等の激励、駐屯地や基地行事に参加してい
ます。
様々な活動・　　スポーツを自衛隊員と一緒にやっています。
国家的事業、　　 自治体等の防災訓練にボランティア活動しています。
護国神社大祭　　に参列し英霊・殉職隊員の慰霊顕彰を行っています。

いろいろホットな沖縄県隊友会、自衛隊沖縄移駐以来の大きな変革の時期に入ってい
ます。新たな次元を迎える自衛隊と沖縄県民のかけ橋として、厳しい時代を乗り越えた
先輩方の伝統を受け継ぎ会員一丸となって頑張っています。
部隊が新編された離島の支部は交流も活発です！
・自衛隊退職者の地位向上のため、毎年、在沖叙勲受章者に対し「祝う会」を実施して
います。
・先の大戦の激戦地沖縄、第 32 軍司令部慰霊祭支援、摩文仁平和記念公園の清掃
等を積極的に実施しています。
・PKO 第 52 次派遣海賊対処行動部隊の激励に行きました！

即応予備自衛官に識別帽！

北海道護国神社例大祭支援
（旭川南・中・北支部）

街の交通安全運動に　　参加
 （名寄支部）　　

除雪ボランティア活動
（上富良野支部）

 忠魂碑の清掃奉仕活動
（遠軽支部）

駐屯地記念日行事参加 総合防災訓練参加 高知県特攻勇士の像建立

東北を代表して岩手県隊友会の活動を紹介します。
滝沢市立一本木小学校のスキー教室の支援は会員
の特技を活かし充実しています。また、学童の見守
り支援にも取り組んでいます。

岩手県隊友会 橋本さん

事前にみんなで清掃
自衛隊殉職隊員千葉県追悼式会場

即応！
千葉県防災備蓄倉庫からの

物資搬出訓練

柏市慰霊祭

手賀沼バイアスロン大会支援

千葉県隊友会 大根さん

千葉県隊友会は約２，６００名・３４個支部！

千葉県所在の陸海空自衛隊 11 個の駐屯地・基地等の各部隊と連携

した協力、殉職隊員の慰霊、また、護国神社の他、県内各地に祀ら

れている慰霊碑などの清掃と慰霊祭に参加しています。

更には県庁との協定に基づく防災活動、地元開催のイベント等に積

極的に協力し地域社会に貢献しています。

兵庫県隊友会 小林さん

兵庫県隊友会は支部を中心とした地域・部隊との密着型
コミュニティを大切にしています。
みんなで一緒にやる活動が楽しく気持ちが良いです。
駐屯地各種行事の他に機会を見つけて部隊を訪問して現
役隊員の激励をしています。

自衛隊退職者の地位向上のため
在沖叙勲受章者を祝う会

激戦地沖縄
第 32 軍司令部慰霊祭支援

PKO 第 52 次派遣海賊対処
行動部隊の激励・見送り 会員同士の交流！うずらの飛行場研修 地域の防災訓練に参加 隊員家族支援（安否確認訓練参加）

隊員・隊員家族との交流！芋ほり大会 自衛艦入港の歓迎 世界遺産姫路城
クリーン作戦ボランティア活動

だれかのために　　あなたのた　めに
小さなことだけど　一緒にやり　ませんか

「ピクルス王⼦」「パセリちゃん」の使⽤については　　　著作権・版
権を持つ友永ひろ先⽣から R5 年 7 ⽉ 26 日に隊友会　　　の入会促進
も自衛隊広報⽬的の範囲だとして了承を頂いております。

岩手県護国神社の清掃奉仕活動 岩手駐屯地曹友会有志と一緒に！
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防衛・防災及び自衛隊諸業務などに対する
協力・地域社会への貢献

　隊友会は、自治体との防災等協定の締結、防災ボランティア活動などを通じて地域の防災体
制の強化に協力するとともに、自衛隊の行う諸業務に対する各種協力、地域社会の健全な発展に
寄与する各種の事業を行い、地域社会とのかけ橋となって、自衛隊が後顧の憂いなく任務にまい
進できる環境の醸成に寄与しています。

自衛隊諸業務に対する協力
　陸上自衛隊（H29.5）、海上自衛隊 (R1.6) に続き航空自衛隊との中央協定「隊員家族の
支援に対する協力に関する協定」を締結 (R4.7)、大規模災害時における隊員家族の安否確認
支援協力活動などを通じて自衛隊に協力するとともに、募集・援護や駐屯地・基地の創立
記念行事などの自衛隊の行う諸業務を積極的に支援し、その⽬的達成に寄与しています。

自衛隊との家族支援・協力協定締結状況（R5.3.31 現在）

：協定締結

75個の県隊友会・同支部
と143個駐屯地等

：協定未締結ー7コ県

【熊本県隊友会】
健軍・熊本･北熊本駐屯地、熊本地本

【長崎県隊友会】
海自佐世保地方総監部、22航空群

【佐賀県隊友会】
目達原駐屯地、佐賀地本

【福岡県隊友会】
小倉・久留米・小郡・福岡・
春日・飯塚駐屯地、福岡地本

【宮崎県隊友会】
都城・えびの駐屯地、宮崎地本

【鹿児島県隊友会】
国分・川内・奄美駐屯地、鹿児島地本

【大分県隊友会】
湯布院・別府・玖珠駐屯地、大分地本

【沖縄県隊友会】
那覇駐屯地、空自那覇基地、
海自5航空群、海自沖縄基地隊、
沖縄地本

【札幌地方隊友会】
丘珠・苗穂・真駒内・札幌・岩見沢・美唄・
滝川・倶知安駐屯地、空自当別分屯基地

【函館地方隊友会】
函館駐屯地、海自函館基地隊、
空自八雲分屯地

【千歳地方隊友会】
東千歳・北千歳・島松・南恵庭・
北恵庭・静内駐屯地、7師団

【福井県隊友会】
鯖江駐屯地

【富山県隊友会】
富山駐屯地

【広島県隊友会】
海自呉地方総監部

【島根県隊友会】
出雲駐屯地

【岡山県隊友会】 【鳥取県隊友会】
米子駐屯地

【山口県隊友会】
山口駐屯地、
空自防府北・南基地

日本原・三軒屋駐屯地、
岡山地本

【帯広地方隊友会】
帯広・釧路・美幌・鹿追・別海駐屯地、
帯広地本

【旭川地方隊友会】
旭川・遠軽・上富良野・名寄・
留萌駐屯地

【青森県隊友会】
青森・弘前・八戸駐屯地、空自大湊分
屯基地、海自大湊地方総監部

【秋田県隊友会】
秋田駐屯地、秋田地本

【岩手県隊友会】
岩手駐屯地

【山形県隊友会】
神町駐屯地、山形地本

【宮城県隊友会】
霞目・多賀城・大和・仙台・船岡
駐屯地、空自松島基地、宮城地本

【福島県隊友会】
福島・郡山駐屯地、福島地本

【栃木県隊友会】
宇都宮・北宇都宮駐屯地、
栃木地本

【茨城県隊友会】
勝田・土浦・霞ヶ浦・
古河駐屯地、茨城地本

【千葉県隊友会】
松戸・習志野・下志津・木更津
駐屯地、千葉地本
【神奈川県隊友会】

座間・横浜・久里浜・武山駐屯地、
海自4航空群、神奈川地本

【埼玉県隊友会】
朝霞・大宮駐屯地

【新潟県隊友会】
高田・新発田駐屯地、
新潟地本

【静岡県隊友会】
富士・滝ヶ原・板妻・
駒門駐屯地、静岡地本

【和歌山県隊友会】
和歌山駐屯地

【滋賀県隊友会】
今津・大津駐屯所、
滋賀地本

【奈良県隊友会】
大久保駐屯地

【大阪府隊友会】
信太山・八尾駐屯地、
大阪地本

【京都府隊友会】
宇治・大久保・桂・
福知山駐屯地、京都地本

【山梨県隊友会】
北富士駐屯地、山梨地本

【長野県隊友会】
松本駐屯地、長野地本

【高知県隊友会】
高知駐屯地

【愛媛県隊友会】
松山駐屯地

【香川県隊友会】
善通寺駐屯地

【徳島県隊友会】
徳島駐屯地、徳島地本
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⼭⼝県隊友会家族⽀援協定締結 栃⽊県隊友会安否確認訓練
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募　集 令和 3 年度 令和 4 年度
情報提供数 165 件 242 件
⼊ 隊 者 数 52 名 53 名

就職援護 令和 3 年度 令和 4 年度
情報提供数 112 件 95 件
決 定 者 数 28 名 66 名

募集・援護協力実績

ＰＫＯ等や災害派遣部隊などの見送り・激励品の贈呈

全自衛隊各種競技会等の後援・助成

遠洋練習航海部隊の見送り

◀神奈川県隊友会
（R5.5）

第 62 回全⾃衛隊ラグビー大会（R5.1） 第 67 回全⽇本銃剣道優勝大会（R5.4）

「松本駐屯地創設73 周年記念⾏事」を共催

長野県隊友会▶
（R5.4）

大雪による災害派遣部隊を
激励　新潟県隊友会（R5.1）

第45次派遣海賊対処⾏動⽔上部隊を
激励 神奈川県隊友会（R5.5）

第19次派遣海賊対処⾏動⽀援隊
を激励　⼭形県隊友会（R5.1）

駐屯地・基地の記念行事などの各種行事支援
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北海道
青森

岩手
宮城

愛知

長野
群馬群馬 栃木

千葉千葉
埼玉

新潟

山形

静岡静岡

福島

（茨城）

（東京）

（兵庫）
函館

（帯広）

（旭川）

（千歳）

（石川）

遠軽町
留萌町
上富良野町
富良野町

千歳市
恵庭市

熊野町　呉市

丸亀市
坂出市

高島市

小山市

松本市

前橋市

泉佐野市
貝塚市
八尾市

霧島市
鹿児島市
いちき串木野市
姶良市
知名市
川内市

佐世保市

熊本市　
人吉市

都城市

出雲市

那珂市   筑西市　阿見町

板橋区　 西東京市
足立区 　練馬区

伊丹市　川西市
姫路市　宝塚市
猪名川町

県内全市町村（19）

神奈川

宮崎宮崎

（広島）

（香川）

（長崎）
横須賀市   葉山町
川崎市 　  鎌倉市
座間市 　  逗子市
横浜市  　 海老名市
茅ヶ崎市　寒川市
秦野市　   相模原市
三浦市　   南足柄市
藤沢市   

豊川市    　
蒲郡市
豊橋市    　
新城市
岡崎市 　
尾張旭市
春日井市    
小牧市

京都大阪
京丹後市   精華町
木津川市　綾部市
城陽市　　福知山市
舞鶴市

三重

滋賀

岡山

徳島徳島高知

島根

山口

鳥取

愛媛愛媛
福岡福岡

熊本

鹿児島

佐賀佐賀
津市
松坂市
伊勢市
四日市市
伊賀市
名張市
桑名市

金沢市   白山市
内灘町   能美市
小松市　宝達志水町
羽昨市　中能登町

岐阜

（秋田）

岐南町　  瑞穂市
海津市　  垂井町
各務原市  北方町
大野町　  岐阜市
山県市　  高山市

横手市 滝沢市

北斗市
函館市
鹿部町
七飯町

美幌町
鹿追町
音更町
帯広市
釧路市
芽室町
根室市

仙台市※　 栗原市　   
大河原町 　亘理町　　
大和町　　 白石市
名取市　　 角田市　　 
富谷町       東松島市    
大崎市　　 山元町
大郷町 　   登米市　　 
岩沼市       多賀城市    
七ヶ浜町 　石巻市
利府町

会津若松市   石川町
古殿町　　　浅川村
玉川村　　　平田村
喜多方市 　  川俣町
いわき市　   福島市

新発田市
上越市

山形市
天童市
鶴岡市

【
凡
例
】

県隊友会との協定締結道府県

協定締結区市町村
赤字　県隊友会と締結した市町村
黒字　支部と締結した区市町村
※　　県隊友会及び支部と締結

協定締結市
町村の区分

区市町村名

都道府県名

Ｒ4.3.31 現在

県隊友会と都道府県 　  32
県隊友会と市町村 　　  57
支部と市町村 　　　　105

自治体との防災協定等の締結状況

防災訓練への参加状況

防衛及び防災関連施策などに対する協力
　32 道府県、162 市町村と防災協定等を締結するとともに、防災ボランティア活動や
防災訓練に参加して、地域社会に貢献しています。

⾞いすの要⽀援者を援助する避難訓練
栃⽊県隊友会（R4.12）

防災訓練における県災害対策本部に参加
岡⼭県隊友会（R5.1）

埼⽟県との防災協定締結
埼⽟県隊友会（R3. ８）

R5.3.31 現在
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東京都隊友会▶
（R4.10）    

◀函館地方隊友会
（R4.7）

沖縄県隊友会▶
（R4.3）

◀鳥取県隊友会
（R5.5）

予備自衛官などに対する支援
　地⽅協力本部と連携した予備自衛官制度の普及及び招集訓練に参加する予備自衛官の
激励、予備自衛官勤続記念き賞の贈呈を通じて積極的に支援しています。

地域の健全な発展への協力
　スポーツを通じた青少年の健全育成及び防犯パトロール等の各種ボランティア活動を
積極的に実施して、地域社会の健全な発展に寄与しています。

⼩学校のスキー教室⽀援　岩⼿県隊友会（R5.2） 地域イベント「いずも多⽂化広場」の⽀援
島根県隊友会（R5.3）

春の交通安全運動への参加　札幌地方隊友会（R5.5）「第32回ぐんまマラソン」を⽀援　群⾺県隊友会（R4.11）

予備⾃衛官招集訓練射撃優秀者の表彰激励

予備⾃衛官永年勤続表彰式　き章の贈呈と激励 予備⾃衛官永年勤続表彰式　き章の贈呈と激励

予備⾃衛官の激励と隊友会⼊会勧誘
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　隊友会は、隊友紙や防衛関連書籍の発刊、防衛講話などを通じて、国⺠の防衛意識の普及⾼
揚と国⺠の自衛隊に対する理解を更に深めるとともに、自衛隊の活動基盤の充実や隊員の処遇
の改善などに関する政策への提⾔を政府及び各政党などに行うことにより、現役自衛隊員が後
顧の憂いなく活動しやすい環境の醸成に努めています。

政策提⾔書の提出
　昭和 47 年以降毎年、憲法の改正、防衛政策、隊員の処遇改善等について、提言を
取りまとめ、防衛大臣に提言してまいりました。
　平成 27 年からは与党の３役等に説明するとともに、平成 29 年からは４幕僚長にも
説明しています。平成 28 年以降は本会並びに偕行社、水交会及びつばさ会の４団体
合同で実施しています。

令和 4 年度政策提⾔書の主要な内容

１	国家安全保障戦略レベルの提⾔項目
（１）国家安全保障戦略の実効性と実行体制を重視した見直し
（２）防衛に関する基本政策の見直し
（３）⽇⽶同盟の実効性を更に向上させるための取り組み
（４）安全保障協力、防衛協力等を含めた関係国との取り組みの強化
（５）新たな領域 ( 宇宙・サイバー・電磁波 ) に関わる政府⼀体となった取り組み
（６）情報戦等に対する政府⼀体となった対応
（７）防衛生産、技術基盤等の強化及び防衛装備・技術協力等の推進
（８）国家の総合力発揮と危機管理を全うできる政府としての体制の確立

２	国家防衛戦略／中期防衛⼒整備計画レベルの提⾔
（１）防衛計画の大綱に代わる国家防衛戦略及び関連する戦略文書の策定
（２）弾道ミサイル攻撃を含むわが国への武力攻撃に対する反撃能力の保有
（３）統合運用体制の更なる強化
（４）防衛省／自衛隊における人的戦力の活用の在り⽅
（５）防衛装備移転に関わる「防衛装備・技術協力戦略」等の策定憲法の改正

安全保障、特に防衛に関する調査研究及び政策への提言
隊友紙・防衛関連書籍の発刊

防衛大臣に対する説明（R4.8.26）
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中央防衛セミナー
　令和４年度中央防衛セミナー（第 49 回）は、10 ⽉ 27 ⽇、「新たな国際秩序を模索
する世界と我が国の選択」をメインテーマとして、早稲⽥大学大学院アジア太平洋研究
科 教授 植⽊ 千可⼦ ⽒及び 防衛省防衛研究所政策研究部防衛政策研究室 室長 ⾼橋 
杉雄 ⽒を講師に迎えて開催しました。
　講演会はコロナ禍の状況に鑑み、限定した少⼈数の聴講者を前にしての講演会とし、
同講演を YouTube で無料配信しています。

≪YouTube 視聴要領≫
① YouTube チャンネルで、『公益社団法人隊友会』で検索して視聴する。
② 隊友会ホームページから
　「お知らせ」
　　 「中央防衛セミナー」⇒「 YouTube 配信」⇒「過去の中央防衛セミナー」
　 と進んで視聴する。

隊友紙　安全保障・防衛問題などに関する記事、自衛隊
の諸活動、各県隊友会の活動状況及び予備自衛官に関す
る記事など満載して、毎月 15 ⽇（基準）に発行してい
ます。発行部数は、月平均約 10 万部です。

隊友紙・防衛関連書籍などの発刊
　広報活動の⼀環として、各種定期刊行物を送り出しています。

防衛セミナー（講演会）の開催
　毎年、国民の防衛意識の高揚、会員の啓発などを⽬的として、全国各地でセミナーや
講演会を実施しています。

防衛書籍などの発刊　時宜にかなった安全保障上のテー
マに沿った論文などを掲載した防衛コミュニケーション
誌『ディフェンス』と、防衛セミナー等の講演を収録し
た『防衛開眼』(令和２年度まで )を毎年発刊して、全国
の主要図書館、主要政党、国会議員、各界有識者、各県
隊友会及び主要部隊長に送付しています。

開会の挨拶をする折⽊理事長 防衛省防衛研究所政策研究部
防衛政策研究室 室長

⾼橋 杉雄 ⽒

早稲⽥大学大学院
アジア太平洋研究科 教授

植⽊　千可⼦ ⽒
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殉職自衛隊員の追悼式及び戦没者等の慰霊顕彰・援助

　隊友会は、自衛隊遺族会事務局の事務運営を行うとともに、賛助会員に対する香典等の贈呈、
殉職自衛隊員の追悼式及び戦没者等の慰霊顕彰行事等への参加並びにそれぞれの慰霊碑の清掃
等の維持管理支援などを実施しています。
　その他、平成 30 年度からは日本戦没者遺骨収集推進協会の会員として、硫黄島及び海外で
の遺骨収集事業に参加しています。

慰霊・顕彰支援の状況

自衛隊遺族会の支援

戦没者・殉職⾃衛隊員合同慰霊祭
熊本県隊友会（R4.11）

⻘森県陸・海・空⾃衛隊殉職隊員合同追悼式
⻘森県隊友会（R4.10）

⾃衛隊遺族会宇野会長の挨拶

⾃衛隊遺族会理事会　多くの関係者が集い貴重な意見交換を⾏う（R5.5）

佐賀県殉職⾃衛官慰霊祭
佐賀県隊友会（R4.12）

隊友会太⽥理事の挨拶

富⼭県殉職⾃衛官慰霊祭
富⼭県隊友会（R4.10）
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区分 保険会社 内　　　　容

⽣ 

命
団体生命
保　　険

ジブラルタ
生命

【問合せ先】
隊友会事務局
事業課

080-6842-
8746

平日
10：00〜 17：00

保険期間１年　配当金を翌年保険料と相殺（令和 3 年度還付率：35.6%）加⼊
限度金額　200 ～ 2,200 万円
加⼊年齢 65 歳まで（更新継続される⽅は 75 歳まで継続可）
配偶者も 800 万円まで加⼊可

★ジブラルタ生命を事務幹事とし、⽇本生命、明治安田生命、第⼀生命
及び住友生命の 5 社の共同引受

年 
金

団体年金
保　　険

加⼊は 15 歳以上 73 歳以下　　 月払（千円 / 口）が基本、
半年払（１万円 / 口）・⼀時払積増（10 万円 / 口）あり

隊友会の保険は、大変有利です。

基本契約
　：2,200 万円
傷害特約
　：1,000 万円

　　　　　　　　　　　　　年払

2023.4.1 現在の保険料で計算
男性 66 歳から 70 歳までの 5 年間の合計
・隊友会団体生命保険　：　1,464,000 円
・個人の保険　　　　　：    1,673,590 円

医 

療
総合医療
サポート

明治安田
生　　命

【問合せ先】
03-3283-
3355

平日
9：30〜 17：00

保険期間１年
集団扱団体契約で
保険料がお手頃

病気や不慮の事故で継続して 2 ⽇以上⼊院したとき
　　⼊院 3,000 円または 5,000 円 / ⽇
※三大疾病による⼊院は支払い⽇数制限なし

医
療
・
が
ん

三大疾病
保障保険

急性心筋梗塞・脳卒中を発病して所定の状態になった
とき、所定の手術を受けたとき
　　特定疾病保険金 300 万円

所定のがんと診断確定されたとき
　　特定疾病保険金 300 万円

医 

療
医療
保険

アフラック

【問合せ先】
弘済企業（株）
03-3226-
5811

平日
9:00 〜 17:00

終⾝保険（集団取扱で保険料が割安）
通院・手術保障も付加可能
現職時加⼊者は継続して取扱い可

が 

ん
がん
保険

終⾝保険（集団取扱で保険料が割安）
⼊院保障が⽇数無制限
現職時加⼊者は継続して取扱い可

　隊友会は、会員の福利・厚生を⽬的として、団体保険等に関する事業やリゾート施設、儀式サービス
及びスポーツクラブ等の優待利用に関する事業並びに再就職支援事業等を行っています。
　現職時に劣らぬ有利な福利厚生サービスを利用できます。

各種団体保険等

　本内容は各保険の概要をご紹介したものですので、検討にあたっては各保険会社のパンフ
レットを確認してください。パンフレットは隊友会ホームページからダウンロードできます。
　また、加入の際は必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点等がある場合に
は、問合せ先へ連絡ください。

会員の福利厚生などを目的とする事業

保険金 支払保険料（一例）



公益社団法人　隊友会　16

区分 保険会社 内　　　　容

傷 

害
団
体
総
合
⽣
活
保
険

団体
傷害
補償

東京海上
⽇動火災

【問合せ先】
タイユウ・
サービス
0120-
600-230

平日
9:00 〜 16:30

保険期間１年　団体割引 25％　年齢制限なし
「本人型」「夫婦型」「家族型」の３タイプ

※１　手術保険金のお支払額は、⼊院保険金⽇額の 10 倍（⼊院中の
手術）または５倍（⼊院中以外の手術）となります。

※２　傷害⼀時金払治療給付金と傷害⼀時金払⼊通院給付金は重複
してお支払いできません。

医 

療
医療
補償

保険期間１年　団体割引 25％　加⼊年齢 89 歳まで
⼊院保険金　⽇額５千円（１⽇⽬から）

が 

ん
がん
補償

保険期間１年　団体割引 25％　加⼊年齢 89 歳まで
がん診断保険金　100 万円
がん⼊院保険金　⽇額１万円（１⽇⽬から）

介 

護
介護
補償

保険期間１年　団体割引 25％　加⼊年齢 84 歳まで
公的介護保険制度に基づく要介護３以上の認定を受けた場合に
介護補償保険金最大 300 万円

隊友会の団体総合生活保険は、団体割引 25％が適用されます。

補償項⽬ 保険金額
（本人型・基本タイプ・職種級別Ａ）

死亡保険金額 250 万円
⼊院保険金⽇額 ※１ 3,000 円
通院保険⽇額 1,500 円
傷害⼀時金払治療給付金額 ※２ １万円

傷害⼀時金払⼊通院給付金額 ※２ 部位・症状に応じて
１万円・３万円・５万円・10 万円

年間保険料 8,180 円

医 

療 新
・
医
療
互
助
制
度

ケガ・
病気の
保険

損害保険
ジャパン

【問合せ先】
タイユウ・
サービス
0120-
600-230

平日
9:00〜16:30

24％
割引
適用

保険期間１年　団体割引 24％
加⼊年齢　満 79 歳まで（満 89 歳まで継続可）
男女年齢問わず、１口あたり年間 11,900 円から加⼊可能で、
病気・ケガ両⽅の⼊院・手術とも補償の対象

（※）医療保険基本補償（A 型）の場合
がん・先進医療の特約をオプションセット可能

介　護
サポート
プラン

加⼊年齢 満 69 歳まで（満 79 歳まで継続可）
要介護 2 相当から補償可能 介護⼀時金 200 万円
単独加⼊も可能

認知症
サポート
プラン

加⼊年齢 満 69 歳まで ( 満 79 歳まで継続可 )
⼀時金最大 30 万円（M3 型）単独加⼊も可能

そ
の
他

ゴルファー
保険 保険期間１年　⼀時払保険料　　3,910 円

自転車
保険

保険期間１年
個人型⼀時払保険料　3,210 円
家族型⼀時払保険料　4,910 円

　本内容は各保険の概要をご紹介したものですので、検討にあたっては各保険会社のパンフレットを確認して
ください。パンフレットは隊友会ホームページからダウンロードできます。
　また、加入の際は必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
　ご不明な点等がある場合には、問合せ先へ連絡ください。
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隊友会提携施設等

住友林業
【問合せ先】0120-667-683

・住宅建築、本体工事価格の 3％引き
・リフォーム請負工事代金の 3％割引他
・会員及び 2 親等以内の家族も利用可
優待を受ける場合は、展示会場等で交渉する前に【問合せ先】に連絡
のこと！！

全国儀式サービス
【問合せ先】0120-421-493

・全国に展開する加盟葬儀社約 500 社の葬儀の基本セット
　（全国平均 40 万円相当）を 24 万円で提供
・県隊友会名で花輪または生花を一基提供
・家族葬も利用可
優待を受ける場合は、【問合せ先】に連絡のこと！！

⽇本相続知財センター
【問合せ先】03-3279-8818

・相続に関する手続や生前の対策相談
・全国の加盟支部で相談可能（生前対策・相続手続き報酬 10％ OFF）
・初回相談無料
優待を受ける場合は、【問合せ先】に連絡のこと！！

ザ グランリゾート
【問合せ先】0570-00-1955

・全国に 18 ヵ所のホテルを展開するリゾートクラブ
・隊友会員証の提示で法人会員料金にて宿泊が可能
　宿泊料（1 泊 2 食プラン）：13,000 円⼜は 14,000 円（税別）
※施設・宿泊⽇により料金が異なります。
ご予約の際は、【問合せ先】に連絡のこと！！

スポーツクラブルネサンス
【問合せ先】03-5600-5399

●⼊会手続　⼊会金　 　3,300 円　　→ 無料
　　　　　　事務費　 　5,500 円　　→ 1,650 円
●利用料金　月額契約 16,500 円　　→ 10,450 円
　　　　　　都度利用　　　　　　　　→ 1,980 円 /1 回

北薩摩本舗
【問合せ先】0120-58-7085

・本格薩摩芋焼酎：天の輝き：2,200 円 /1.8ℓ　1,100 円 /720㎖
・購⼊者の所属する県隊友会へ還付有

紳士服コナカ
【問合せ先】
　事業課 080-6842-8746

隊友会会員証提示で、店内全商品 20％ OFF

防衛省共済組合等施設

会員証の提示で
●「ホテルグランドヒル市ヶ谷」及び「狛江スポーツセンター」が隊員同様の割引価格で利用でき

ます。
●「国家公務員共済組合連合会三宿病院の人間ドック」を 20％引きで利用できます。

優待利用サービス

　隊友会提携企業、防衛省共済組合等の施設・サービスが割安に利用できます。
　詳しくは 隊友会ホームページ 福利厚生 https://www.taiyukai.or.jp/hukuri/index.html　
　を参照ください。
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加⼊資格
予備自衛官・即応予備自衛官または予備自衛官補
加⼊後、退職した⽅は満 64 歳に達した⽇後の８月 31 ⽇まで継続可能

加⼊手続 隊友会本部⼜は各地⽅協力本部予備自衛官班に申し出て、申込書を提出

会　　費
予備自衛官 ･ 予備自衛官補 ：　950 円／月
即応予備自衛官　　　　　：1,000 円／月

訓練出頭中
の災害補償

　 毎年の招集訓練出頭中に発生した傷害事故は、公的保障とは別に補償
● 死亡：１,000 万円　　　　
● 後遺障害：30 ～１,000 万円
● 入院：３,000 円／日　　　
● 通院：２,000 円／日
● 受傷後 180 日以内の手術：入院中３万円
● 入院中以外１万５千円

相互扶助
功 労 金

3 年以上加⼊し脱退した場合に給付
・３年以上：６千円
・４年以上：８千円

・19 年以上：３万８千円
・20 年以上：４万円

給付の種類 金　額 備　考

死亡弔慰金

加⼊者 150 万円 加⼊者が死亡した場合その遺族に給付
配偶者 15 万円 加⼊者の配偶者が死亡した場合給付
実⼦・養⼦ 3 万円 加⼊者の実⼦・養⼦が死亡した場合給付
実・養父母 3 万円 加⼊者の実・養父母死亡した場合その遺族に給付

結婚祝金 2 万円 加⼊者が結婚した場合に給付
出産祝金 2 万円 加⼊者及び加⼊者の配偶者が⼦供を出生した場合に給付
⼊院見舞金 2 万円 加⼊者が 30 ⽇以上⼊院した場合に給付

〜

隊友会本部事務局では陸上幕僚監部からの要請に基づき、予備自衛官等福祉支援制度を運営しています。

「給付金」

　この制度は、予備自衛官の⽅々から相互に連帯感を持てる施策について要望があったことか
ら、陸上幕僚監部で検討して隊友会に事業を委託し、平成元年 12 月、「予備自衛官等互助制度」
として発⾜しました。
　平成 10 年 3 月 26 ⽇には、即応予備自衛官制度の導⼊に伴い即応予備自衛官、平成 14 年 9
月 1 ⽇には、予備自衛官補制度の導⼊に伴い予備自衛官補が、それぞれ加⼊できることなりま
した。
　平成 21 年 6 月に「予備自衛官等福祉支援制度」と名称が変更され、現在に⾄っており、隊
友会が運営している他の団体保険等とは全く別の、予備自衛官等の相互扶助制度です。

予備自衛官等福祉支援制度
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　人生 100 年時代を迎え、働く意欲のある会員に活躍の場と社会貢献の機会を提供する支援として、職
業紹介や求人情報提供を行っています。

　令和 2 年 6 月の公務員の移転料の実費支給への見直しにより、原則 3 社以上の引越事業の見積が必要
となりました。
　隊友会は、引越見積の⼀括手配で、隊員の皆様の引越に伴う負担軽減のお手伝いをしています。

○現役時の知恵・経験を活かした自衛隊部外委託業務（期間限定求人）

○元自衛隊員の技能を活かした国家的業務支援業務（期間限定求人）

○ライフステージを充実させる社会基盤業務

有料職業紹介事業許可番号 13 ｰユｰ 309995

引越見積支援サービス

再就職支援

年　度 業　務 勤務地 実　績

R5

北海道訓練センター　訓練評価支援・管理支援 北海道

51 名
業務隊厚生・輸送 東京
補給処回収・保管 宮城
学校学生管理・教材管理・厚生 千葉

R4
北海道訓練センター　統栽支援・管理支援 北海道・大分

30 名補給処回収 宮城
学校学生管理・教材管理・厚生 千葉

年　度 業　務 実　績
R3 新型コロナ帰国者待機施設支援 16 名
R2 東京オリンピック聖火リレー車両運行、要人移送・空港支援 10 名

R1
即位礼車両運行支援、車両統制、駐車統制 138 名
G20 大阪サミット車両運行管理支援 113 名

業　務 業　務　内　容 資格等
居住施設・ビル等管理人 館内外の清掃、外来者の受付・対応、館内外の巡回・点検、報告・連絡業務 不要

カスタマーサポート 顧客からの問い合わせ電話の取次ぎ 不要
電気設備管理 全停電作業、定期整備等の電気対応、電気修繕・履歴作成 要

上下水道現場代理人 発注元と工事関係者の連絡調整、工事現場管理、地域住民との折衝、書類作成 要
送迎車両運転 ⼀般乗用自動車運転 不要

送迎車両添乗員 ⼀般乗用自動車乗降時介助 不要
建築・補償 測量業務、建築業務 要

連絡員（空自内） 緊急発進時の連絡 不要
通信工事 通信施設設置 経験者

引越の合見積は

隊友会へ !!

多数の引越会社からの電話で煩わしい思いをしない

引越会社のしつこい営業や関係ない商品のあっせんがない

引越会社と連絡が取れないときや依頼会社の追加が容易

OBの経験・知識を活かしたアドバイス・フォローが充実

隊友会引越見積サービスが選ばれるワケ

最大5社見積を一括手配します！

申込みはこちら

延べ利用件数

9,000件超
満足度（R4年度）

86.4％



The JSDF Veterans Association TAIYUKAI

直通電話 専用線 メールアドレス
総務・ホームページ 03-5362-4871 8-6-28861 soumu@taiyukai.or.jp
経理・賛助会費 03-5362-4871 8-6-28861 keiri@taiyukai.or.jp
公益事業 03-5362-4873 8-6-28862 koueki@taiyukai.or.jp
予備自衛官等福祉支援制度 03-5362-4873 8-6-28862 fukushi@taiyukai.or.jp
保険・福利厚生等事業全般 080-6842-8746 8-6-28862 shuueki@taiyukai.or.jp
再就職支援・引越見積（受付）・特別会員 050-5896-4312 8-6-28862 jigyou@taiyukai.or.jp
隊友紙・刊行物 03-5362-4874 8-6-28862 kouhou@taiyukai.or.jp
F　A　X 03-5362-4876

事務局連絡先
■住　所　〒162－8801　東京都新宿区市谷本村町 5 番 1 号 68 号棟
■連絡先

お問い合わせはこちらへ

隊友会 検 索検 索
お問い合わせ

隊友会ホームページ

隊友会で検索いただくか
URLをご利用ください。

https://www.taiyukai.or.jp/

R05.10（32）

県隊友会 電話番号 県隊友会 電話番号 県隊友会 電話番号
札　幌 011-219-5756

（月・水・金のみ） 神奈川 045-212-4686
（月・水・金のみ） 鳥　取 090-3637-5236

函　館 090-1646-4415 新　潟 080-4400-8963 島　根 0853-53-1707
旭　川 090-9526-0504 山　梨 090-2248-0641 岡　山 090-2298-3662
帯　広 0155-34-2556 長　野 0263-35-4035 広　島 082-888-8807
千　歳 0123-27-6870 静　岡 055-993-5851 山　口 0835-28-3337
青　森 017-752-0175

（月・水・金のみ） 富　山 090-6872-6450 徳　島 088-645-2408
岩　手 019-623-9656 石　川 076-244-1166 香　川 090-5551-6000
宮　城 022-297-5088

（月・火・水・木のみ） 福　井 090-8268-7822 愛　媛 089-933-1605
秋　田 018-853-0871

（月・水・金のみ） 岐　阜 090-2681-5276 高　知 090-5279-0656
山　形 023-651-4282

（月・水・金のみ） 愛　知 052-715-5431 福　岡 092-575-5129
福　島 090-6453-6208 三　重 059-224-1999 佐　賀 0952-32-4713
茨　城 029-296-0928 滋　賀 090-8052-1435 長　崎 0956-24-5488
栃　木 080-5175-9380 京　都 090-7172-2279 熊　本 096-363-5703
群　馬 0274-43-0504 大　阪 090-7055-0718 大　分 097-542-7701
埼　玉 048-625-8711

（月・水・金のみ） 兵　庫 090-2708-3451 宮　崎 本部（総務）問い合わせ

千　葉 043-306-2095
（月・水・金のみ） 奈　良 090-2103-5275 鹿児島 099-295-6724

（月・水・金のみ）

東　京 090-4727-2858 和歌山 090-4447-0066 沖　縄 090-3070-4548

県隊友会連絡先
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は
著
作
権
・
版
権
を
持
つ
友
永
ひ
ろ
先
⽣
か
ら

R
5
年
7
⽉
26
⽇
に
隊
友
会
の
⼊
会
促
進
も
⾃
衛
隊
広
報
⽬
的
の
範
囲
だ
と
し
て
了
承
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。




